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長久手市行政評価票

事業番号 44 事業の名称 有機栽培推進事業 担当部署
部 課

くらし文化部 産業緑地課

事業の概要
有機、無農薬栽培等に有効な資材の適正な使用方法及びその効果の実証展示を行い、市内農家への普及を
図る。また市内在住の家族を対象とした有機野菜の収穫体験を実施することにより、消費者への普及も図る。

他市町の実施状況
（近隣市町や先進都
市の状況等を具体的

に記載）

特になし

総事業費

総事業費
（単位：千円）

H24予算 H24決算 H25予算 H25決算 H26予算
事業期間 事業開始年度 平成２１年度 終了（予定）年度 平成２５年度 537 100 402 180 － 評価の見方
事業の対象

（だれ、何に対して）
市内農家及び住民

一般財源 537 100 402 180 － 現行どおり実施

国費・県費 事業の改善

事業の意図
（対象をどのような状
態にしたいか）

有機栽培への理解及び食の安心安全に対する理解を深める。
地方債 他事業と統合

その他 運営主体の見直し

受益者負担額 42 43 42 40 - 事業の廃止の検討

う
ち

事業を構成する
事務事業

目的

事務事業の
実施結果

成果 事業費（単位：千円） 評価

対象
（だれ、何に
対して）

手段
（いつ、どのような手段を使って）

意図
（対象をどのような状
態にしたいか）

成果指標
H24実績

単
位

成果指標の目標値
設定の根拠

H24予算 H24決算
H25決算の主な内訳

（単位：千円）

評価
評価の説明H25実績 H25予算 H25決算 事業規模

4月～ 7月～ 10月～ 1月～ H25目標値 H26予算 事業費

①
ほ場における実証展
示

市内農家
市内農家に有機栽培
に積極的に取り組ん
でもらう。

防虫資材の
利用拡大

有機栽培に取り
組む農家数

10

戸
あぐりん村出荷者（市
内）の１０％

537 100

消耗品費  １７０
借地料　　　 １０

E ４年にわたり、有機栽培の実証展示を
行い、有機野菜を栽培する農家が増
え、一定の成果は見られた。今後は、
市内農家が個々に有機栽培を継続して
いけるよう、支援方法を検討する。

ほ場において、有効な資材の
適正な使用方法及びその効果
の実証展示を行うことで

10 402 180
-

15 0
-

20家族
（約90名）

応募組数② 有機野菜の収穫体験 市内家族

33

前年度実績 ※上記事業に含む

E 同様の事業を市内の法人も実施してお
り、市として、有機野菜の普及啓発にお
ける一定の役割は果たすことができたと
考える。
今後は、目的を農業体験機会の提供と
し、農楽校事業での展開を検討する。

有機野菜の収穫体験を行うこと
で

30
-

33
-

食の安心安全に対す
る理解を深めてもら
う。

③

④

事務事
業の改
善内容

事務事業 改善内容（H26以降に実施する内容）

H26以降新
規に実施す
る事務事業

事務事業 事業概要


